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abstract

In SPring8 linac, the gun emission of less than Ins was emitted to the storage ring, and we achived the single 

bunched beam operation of storage ring. The external trigger supplied the grid pulser of the linac synchronizes with 

the frequency of 508.58MHz, however, it does not synchronize with 2.856GHz of the linac. By using RF-KO of 

synchrotoron, we can stored to single bunched beam (21 bunch modes)in the storage ring. We measured the purity of 

the single bunch beam according to the optical measurement. The purity was order of 106.

SPring8線 型 加 速 器 の シ ン グ ル バ ン チ ビ ー ム 試 験

1 . はじめに
S P r in g 8線型加速器では、非常に短いエミッショ 

ン電流を加速し、蓄積リングのある1パケットに 
蓄積する蓄積リングのシングルバンチ化を進めて 
きた。初期の頃の線型加速器からの短パルスエミッ 
ション電流の発生は、kentech社のパルサーの高 
速な立ち上がりとショートスタブを用いたシステ 
ムで、非常に短いパルスエミッション電流を出射 
していた。 このシステムは性能的には十分満足で 
きるものであったが、S P r in g 8線型加速器の運転 
形態は、蓄積リングのSRによる焼きだしには、1 
/xsのパルスビームで焼きだしを行い、近頃は実 
験及び焼きだし用のビームは4 0 n sのビームを使 
用する事が多くなっている。

また、蓄積リングのシングルバンチ化の計画も 
進められており、 このモードの運転には、線型加 
速器は In s以下のエミッション電流の加速を行わ 
なければならない。 この様に頻繁に変わる線型加 
速器の運転モードに対応するためには、性能重視 
の観点から考えられた加速器本体室に入室しての 
グリッドパルサーの切り換えを遠隔切り換えに変 
更しなければならなくなった。現状でも線型加速 
器は、少な く と も 違 う パ ラ メ 一 夕 （エミッション 
のパルス幅、電流量が違う） のビーム加速を1 日 
に2回程度行うようになりつつある。

そこで、線型加速器の運転停止せずに行えるよ 
うに、 グリッドパルサーの切り換えを遠隔操作で 
きるシステムに改造した。 グリッドパルサーの性 
能、エミッション試験及び加速試験等について報 
告する。
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2.電子銃エミッション試験 
電子銃ェミッション電流試験は、図 1 のような

システムで行った。 3台のグリッドパルサーの中 
のケンテック社製シングル用グリッドパルサーで 
エミッション試験を行った。 シングル用のグリッ 
ドパルサーの出力は3ポートあり、 それぞれのパ 
ルス幅は、250ps，500ps,Insである。それぞれの 
出力の制御電圧最大時の出力波形を図2 に、 また 
それぞれの制御電圧と出力の関係をプロットした 
の が 図3 である。

図1. 新グリッドパルサーシステム
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図2. シングル用グリッドパルサーの各出力波形
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図3. グリッドパルサー出力

パルス幅250psで、高電圧パルスは180kV、 ヒー 
夕一電力40W、 バ イ ア ス 電 圧60Vの時のグリッ 
ドパルサ一電圧を変化させてた時のエミッシヨン 
電流の変化をプロッ卜したものが図4である。

図4. 振り込み電圧とエミッション電流の関係

3 . lGeV加速試験 
次に、電子銃エミッションの加速試験を行った。 

この電子銃を使用した短バンチシステムで最大電 
流は1.6Aで あ っ た 。今 年 の 5 月に設置したエネ 
ルギ一計測用シケインを通して、中心エネルギー* 
とエネルギー幅をスクリーンモニターで計測した。
短パルスエミッションの調整方法は、各加速管の 
位相調整と集束マグネットの調整を主に行い、ウォー 
ルカレントモニター波形とスクリーンモニターの 
映像を見ながら調整を行った。線型加速器に新た

に設置したシケインマグネッ卜の配置を図5に示 
す。

中心エネルギーとエネルギー幅は、 シケイン部 
中央にあるスクリーンモニターで計測した。その 
結果、図 6の シ ケ イ ン 部 の7?関 数 が lm であるこ 
とから、エネルギースプレッドが0.7%以内で、 
中心エネルギーがlGeVである事が確かめられた。

このlGeV加速試験の延長線状にある蓄積リン 
グのシングルバンチ化の試験では、蓄積リングの 
21バケッ卜にシングルバンチビームを蓄積する 
シングルバンチ化運転に成功した。その時の電子 
銃 の エ ミ ッション電流は1.3Aで 、 シンクロトロ 
ンのDCCTの 電 流 値 は 0.6mA、 蓄 積 リ ン グ の  
DCCTの電流値は0.16mAであった。

蓄積リングに蓄積したシングルバンチの純度を 
光で計測した。そ の 結 果 、 シンクロのRF-KOを 
運転した状態で、10 6 程度の純度が得られた。

4 . まとめ
線型加速器による蓄積リングのシングルバンチ 

化に成功した。スクリーンモニターによる計測で 
は、中心エネルギー lG eV 、エネルギースプレッ 
ド0.7%であった。約5分間程度の目視によるスク 
リーンモニター上でのエネルギー変動の観測を行っ 
たが、エネルギースプレッドが大きくなる様な事 
はなかった。更には、商用電源、508MHzのシン 
ク ロ 卜 ロ ン 及 び 蓄 積 リ ン グ の 加 速 周 波 数 及 び  
2.85GHzの線型の加速周波数に同期した加速器同 
期化卜リガを製作して、 完全同期化を行いたいと 
考えている。

現在の電子銃は約3年間も使用したものなので、 
グリッドエミッションが非常に多くなっている。 
この対応としては、 とりあえずポジトロンの加速 
を行わないので、電子銃を小口径のY845に交換 
する事で対処する事を考えている。今後はニュー 
スバルや蓄積リングのシングルバンチ化を進めて 
行くにあたり、電子銃直後にグリッドエミッショ 
ンを電界で織り歡すシステムの検討も行つていく。
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図5. エネルギー計測用シケインシステム

図6. シケイン中央部のスクリーンモニターによる 
エネルギーとエネルギースプレツドの計測
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